
１　学年・単元名　　第６学年　町の未来をえがこう

『町の幸福論―コミュニティデザインを考える―』（書くこと）


２　単元目標
・自分たちの町の未来に関心を持ち、教材文や本を読んだり資料を調べたりして、その内容を相手に伝えるようとしている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【関心・意欲・態度】
・目的に応じて、情報を選んで話したり構成を工夫したりするなど、意図が明確に伝わるように発表することができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【話すこと・聞くこと】
・序論・本論・結論の構成をとらえ、本文と複数の資料を比べてその効果を考えながら読むことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【読むこと】
・目的に応じて、構成を考えたり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書くことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【書くこと】
３　本時の目標

　　本文の内容と提示された資料が適切かどうかを考え、教材文の写真にこめられた筆者の意図を読み取り書き留めることできる。

４　本時の展開
	学習活動
	指導上の留意点
太字：つまずきに対する手立て
	つまずき解消

への手立て

	1　前時までの学習を振り返り、本時の学習を確認する。

2　提示された資料が適切かどうかを考える。

　
3.　写真から分かることを発表する。
4　筆者が写真を提示した意図を考え、書きとめる。

・「港」→「人が集まる」→「人と人とのつながり」
・班での交流

5　次時の学習について知る。
	○島根県の海士町の取組みについて学習した内容をおさえる。
○本時では教科書に載っている写真にこめる筆者の意図を考えることを知らせる。
○いろいろな資料を掲示し、その資料が適切か考え、理由を書かせる。その際資料が本文に沿っているかを考えるように助言する
○写真から分かることを発表させる。
○この写真は菱浦港という港であること。また建物は待合施設であることを伝える。
○本文の内容に写真を提示した意図を考えさせ、ワークシートに書かせる。

○資料の意味を考える際には、本文の「事例」や「未来」という言葉から作者の意図を考えさせる。
○班で意見を交流させて、友達の意見をメモさせる。

○次時は、「町の幸福論」の結論部分を読み、筆者の伝えたい内容をまとめることを伝える。
	・提示された写真が筆者の考えを裏付ける根拠になっているか考えさせる。

・筆者が写真を選んだ理由を本文に照らし合わせて考えさせる。


５　見とりのポイント
	評価項目
	Ａ
(十分達成)
	Ｂ
(概ね達成)
	Ｃ
(要支援)

	提示された資料が適切かどうか考え、書くことができる。
	本文を参考にして、資料が適切かどうか判断し理由を書くことができる。
	資料が適切かどうか判断し、理由を書くことができる。
	資料が適切かどうか判断はできるが、理由を書くことができない。

	教材文の写真にこめられた筆者の意図を考え、書くことができる。
	本文に基づいて筆者の意図を考え、自分の考えも書くことができる。
	筆者の意図を考え、書くことができる。
	筆者の意図を考えて書くことができない。


６　準備物
　　ワークシート、掲示用写真・資料
児童に見られるつまずき


　適切な資料を引用し、文章の構成を工夫して自分の考えを書くことができない


つまずき解消に向けた指導のポイント


　提示した資料について、本文に基づいて適切かどうかを考えさせることで、適切な資料を引用し、文章の構成を工夫して自分の考えを書くことができるようにする。





指導事例集ｐ．５５





参考：6年生単元について





参考：板書





筆者はなぜ教科書の写真を選んだのだろうか





ワークシート：前半





ワークシート：後半








